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業 績 予 想 の 修 正 に 関 す る お 知 ら せ  

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年５月１６日の決算発表時に公表した平成

１８年３月期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の中間期に関する業績

予想を下記の通り修正しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

（１）平成 18年 3 月期連結中間業績予想の修正（平成 17年 4月 1 日～平成 17年 9 月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １７,３２０ １,２８０ ７４０ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １６,９６６ １,１３６ ６０３ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △３５４ △１４４ △１３７ 

増 減 率 △２.０ △１１.３ △１８.５ 

（ご参考） 

前期実績(平成16年 9月中間期) 
１６,９８７ １,２７８ ７７１ 

（単位：百万円） 

 

（２）平成 18年 3 月期中間業績予想の修正（平成 17 年 4月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １６,４６６ １,０６０ ６２０ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １５,７５４ ８１３ ３７３ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △７１２ △２４７ △２４７ 

増 減 率 △４.３ △２３.３ △３９.８ 

（ご参考） 

前期実績(平成16年 9月中間期) 
１５,４４２ １,１０３ ６７７ 

（単位：百万円） 

 



 

 

２．修正の理由 

当中間期におきましては、海外における販売は堅調に推移いたしましたが、国内におい

てカラーテレビドアホンの市場競争の激化が予想以上に厳しく、新商品の市場浸透が遅れ

たため、売上を予定通り伸ばすことができませんでした。 

また、利益面におきましては、上記の影響に加え海外生産により原価を改善した商品の

市場投入が遅れたため経常利益、当期純利益ともに予想を下回る見込みとなりました。 

しかしながら、当社の場合は例年上期の業績のウェイトが低い傾向にあるため、通期の

業績に関しましては、下期において海外生産により原価を改善した商品と新商品の販売に

全力を挙げ市場拡大を図るとともに、一層の原価低減と経費削減に努めることにより、ほ

ぼ当初の予想を達成できる見込みであります。 

 

 

（参考） 

（１）平成 18年 3 月期連結業績予想（平成 17年 4 月 1日～平成 18年 3 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

通 期 ３８,５００ ４,３００ ２,７７０ 

（単位：百万円） 

 

（２）平成 18年 3 月期業績予想（平成 17 年 4月 1 日～平成 18年 3月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

通 期 ３６,８００ ３,６２０ ２,２８０ 

（単位：百万円） 

 

※通期予想につきましては、修正しておりません。 

 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後

様々な要因によって実際の業績は予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


